
資料：長野県自動車標板協会調べ

資料：環境省HPより

資料：運輸省自動車交通局監修「平成11年度　我が国の自動車保有動向」

基礎資料第6回
テーマ：「“道路”と“みち”のあり方とは？」

自動車の保有状況

海外の道路

これからの道のあり方

村内保有の車を並べると！

詳細資料・データ公開・リンク集
　 http://www.tagayasu.com/hakuba-f/

■白馬村内の自動車保有台数の推移

■歩行者・自転車優先のみちづくりホームページ■白馬村内の自動車保有台数の推移

■全国の自動車保有台数の推移
■全国の自家用乗用車普及状況

フォーラム当日資料より一部紹介

１台の大きさを1.8×4.5mとし
て計算すると、1台8.1m２となり、
9263台分で、75,030m２にな
ります。これは約274m四方に
びっしりならべた面積です。ま
た、一列に並べると、16,673mになり、白馬村の
南北の距離ほどになります。
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1世帯当たり約2.2台

平成13年度では、
全国で7627万1千台

平成10 年度末現在における我が国の自動車保有台数は約7,400 
万台であり、昭和40 年度末の約810 万台の9.1 倍に達してい
る。しかし、保有台数の伸び率は40 年代には対前年比10％を
上回る伸び率であったが次第に鈍化し、平成10 年度には前年
度の同時期に比べて1.1％の増と成長は維持しているが、鈍化
傾向が顕著となった。車種別にみると乗用車は伸びを堅持し
ているものの、貨物車は平成３年度頃から減少傾向に転じて
いる。自家用乗用車の世帯当たり台数は1.062 台と、過去10 
年間でほぼ４割の増加を示し、１世帯あたり１台を超える地
域は38 道県に達した。
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白馬村の大きさ

オランダの歩道と車道

・・・それでも危険はある。そこで、
歩道側に車止めを付ける。逆にガード
レールは少ないため、車止めが歩行者
や車椅子での通行を妨げるようにはで
きていない。歩行者はガードレールに
遮られずに車道に出ていくことができ
るわけだが、車道に出ることによって
発生するかもしれない事故については、
個人の自由と責任の問題。

国土交通省、道路局

■ユニバーサルデザイン（筑波大学芸術学系）レポートより抜粋
http://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/̃tyam/UD/

www.mlit.go.jp/road/road/yusen/transit/

スキー客（観光客）などの歩行者と、車とが、
時により危険な状態となる。

　日本の道路も車優先から、歩行者
や自転車に優しい道路作りが進めら
れてきています。また、町の中心地
区では車を規制し歩行者や自転車・
バス・路面電車などの公共交通期間
に解放することで、町ににぎわいを
取り戻そうとする「トランジットモー
ル」とよばれる方法を取り入れる試
みもあります。
　白馬では、この点（中心街・集落）
と点（観光スポット等）を線で結ぶ
為の道を安全で楽しく軽快なものに
して行く必要があるのではないでしょ
うか？


